
(1） 市報た ぎはか （1月号月刊）

■

。
。
尋
８
■
■
ｑ
ｑ
○
も

口
守
■
■
凸
。
■
血
早
回

■
ｐ
凸
合
田
己
ｄ
も
●
色
。

■
勧
○
毎
句
■
各
Ｑ
ｑ
心

、
ず
ゅ
。
佃
巳
や
。
。
。
■
。
。
、
。
。
守
圃
・
●

・
少
Ｄ
Ｐ
■
旬
令
ゆ
旬
母
。

旬
■
■
９
口
旬
⑤
■
凸
■

が
。
。
少
。
？
〃
ひ
。
・
囚
。
ロ
リ
ロ
ロ
。
”

．
ひ
守
ｐ
Ｑ
Ｄ
凸
凸
■
■
ｑ

守
町
ｑ
Ｆ
■
。
■
①
ｇ
■

寺
汀
。
■
⑥
ア
。
■
Ｇ
■

画
■
ｈ
■
○
Ｆ
Ｄ
■
ｑ
幸
・

■
■
■
■
①
卓
占
臼
舎
●

ｑ
■
甲
。
■
■
Ｆ
○
○
甸

写
０
．
０
ｑ
・
・
ぐ
。
ａ
ｑ
ｏ
Ｄ
？
。
■
ず
。
ｑ
Ｏ

Ｇ
。
。
。
ｄ
ｏ
・
Ｆ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｑ
ｄ
ｏ
Ｑ
ワ
●
・
ノ
。

■
。
。
命
。
Ｇ
む
ゆ
回
向
凸

ｂ
■
。
守
■
③
●
■
ｐ
■

■
■
ｇ
ｐ
Ｂ
ｑ
包
早
、
■
■

・
津
。
岫
如
典
鈍
０
》
叩
。
銀
。
》
知
巳

Ｉ
蛆
訓
Ⅲ
Ｊ
１
川
１
４
鯛
Ⅱ
ｌ
４
ｗ
町
１
１
１
帆

１

咋

刈
乢
１
１
刈
抽
Ⅱ

皿

|陰

9 回 ｡

■｡ ■,乳逼..'.｡.｡･･,U･'｡､す｡. ,

霧:｡:4．;伊･;,:｡:瞳:｡;。
■ 回ら ■ ■●．妙｡， , 4...･｡｡｡？

g

p⑨b bP
凹 凸』･守 282:.打己■"F

守り

ｑＵ

■■

打

。日・・・・

オ94号
● ◆

j g

”
○
４
Ｊ
■
ｇ
■
４

ヂ
ｃ
ｐ
ｑ
ｐ
ｊ
■
Ｄ
Ｂ

、

自
設

昭
町
Ｄ
△
。
ｂ

Ｊ
４
■
凸
但
Ｐ
Ｇ
凸

ｑ
、
Ｆ
９
Ｐ
り
守
■
■
凸
Ｂ
Ｇ
色
り
り
竿
一

Ｆ
守
り
け
り
■
■
ｄ

守
り
。
Ｊ
■
■
０

叩
ｂ
》
恥
。
￥
雫
“
仇
ら
岬

⑤
■
■
Ｄ
も
Ｇ
拝
０

口
。
■
七
４
８
６

Ｐ
Ｃ
Ｏ
妬
４
０
サ
リ
凸
昨

弾

Ｆ

■

０

，

あけまして

おめでとう 輔
胡
下
。

態

仙

坤

卿

洲

↑

則

卿

秘

40¥1月10日発行■
ｈ

巳
寺

謡

ｂ

華

勺

③ 零や
■ b

○ 台

い

■ ｡

職

回心Ｂ■ヂ

０

０

ｐ
■ｒ
ｇ

設
吉
I司

秘

RE乞
MH拝

萩
誓
枝

市
企
印

所
課
所

役
画
刷

発行

編柴

日l刷

ゥ
Ｆ
○

■
ｂ
ｅ
凸
■
■
ゆ

画

I

①尾ｂ一

I

ございま
一斗＝

9 蕪.:､
．‐L、－．． ・

む弛①争

、.．｡

■

己

写

凸

も

』

▽

ｂ

・

・

竺

・

一

●
』
。
】

ｂ
ｂ
■
も
凸
。
ニ
式

。
ｎ
抄
○
二
斜

Ｂ
Ｇ
呵
凸

。
ｂ
■
』
夢

■
■
○
一
斗

ご
ｂ
ｑ
ｂ
早
口
」
い

錘

一

》戸

一
躍
恥
畔
竺
》

》
。
。
④
一

一
色
巾
ロ
ー
貼

呼
勺
写
ユ
鄙

凸
・
Ｇ
ａ
剤

中
①
甲
ニ
ユ
ド

⑤
牛
。
▲
Ｌ

？

毎

心

室

叩

▽
勺
■
事
一
Ｊ

●
■
。
⑥
吾
鳥
ユ

ｗ

Ｆ

ｇ

ｅ

０

・

■

凸

竺

、

、

ザ
罪
名
全

一
・
謎
．
笙
・
、

凸
白
停
４
凸
８
－
句

，
。
」
ざ

９
。
▲
咽

ｏ
９
ｌ
Ｔ

み
■
一
口

ｇ
‐
ｇ
ｏ
錘

■
■
■
■
一

何
Ｆ
■
ｂ

■
■
Ｇ
■
覗

心。 。■凸
・
Ⅱ

か

認

・雲

①
６
６

■
さ
■

宇

甸

６

４

０

杢

争
凸
■
■
’
』

０
回
４
１

凸
■
ｐ

■
。
ｂ
『

一
一’

こ
の
言
布
望
の
鎌
㈲
一
は
高
萩

市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
、
高

萩
パ
ル
プ
よ
り
市
に
寄
聰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

希
望
の
瞳
の
誕
生
に
よ
り
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
絶
え
な
く

鵠
瑚
ひ
び
く
壬
．
ヤ
イ
〃
《
、
芽
茜

局
萩
・
ハ
ル
ブ
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

E三二．1

希
望
の
鐘
一

駅
前
広
場
に
設
置
さ
れ
る
／

今
後
の
生
活
の
指
針
と
し
て
叉

毎
日
の
生
活
の
心
の
職
と
し
て

よ
り
愉
し
い
、
よ
り
豊
か
な
生

活
を
営
む
事
が
で
き
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う

○
・
：
。
！
こ
の
鐘
の
椛
造
な
ど
を

順
を
追
っ
て
説
明
し
て
ゑ
ま
し

よ
う〔
樵
造
〕
鉄
骨
、
地
上
二

十
二
米
、
Ｇ
コ
ラ
ム
径
五
百
岬

／
加
鉄
管
に
装
節
用
羽
根
二
十

五
枚
を
取
り
つ
け
た
時
計
塔
で

す
。〔
塗
装
〕
海
岸
に
近
い
た

め
防
錆
に
は
特
に
注
意
さ
れ
、

Ｃ
ｏ
Ｒ
・
マ
リ
ー
ン
ペ
イ
ン
ト

三
回
塗
っ
て
あ
り
ま
す
。

〔
電
灯
照
明
〕
地
上
よ
り
八

個
の
一
キ
戸
ワ
ッ
ト
水
銀
灯
及

嬬
尖
端
葬
一
照
ら
丁
た
め
四
個
の

四
百
ワ
ッ
ト
水
銀
灯
が
設
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

〔
時
計
〕
駅
及
市
内
よ
り

の
方
向
に
径
千
ｍ
／
ｍ
の
電
気

時
計
二
ヶ
が
取
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
〔
時
報
殼
伽
〕
毎
日
午
前
七

時
、
正
午
、
午
後
六
時
に
は
チ

ャ
イ
ム
に
よ
る
〃
や
し
の
実
″

が
、
午
後
九
時
に
は
〃
中
国
地

方
の
子
守
唄
〃
が
半
径
ニ
キ
戸

メ
ー
ト
ル
以
内
ま
で
ひ
び
き
わ

た
り
ま
す
。

鐸
ｆ
Ｊ
Ｉ
１
、
、
、
‐
ｊ
ｊ
／
／
ｊ
ｌ
１
、

、
、
１
１
ノ
／
／
１
１
１
、
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ノ

表
彰
に
輝
く

人
々

高
萩
而
で
は
、
市
制
施
行
十

周
年
を
記
念
し
て
昨
年
の
Ⅱ
月

釧
Ｈ
１
郡
日
吏
で
、
各
種
盛
り

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
行
い
、

全
市
を
あ
げ
て
お
祝
い
を
し
ま

し
た
〕
こ
の

記
念
す
べ
き
十
周

年
に
あ
た
っ
て
市
で
は
。
自
治

旅
業
、
消
防
、
教
育
、
社
会
福

祉
、
保
健
術
生
な
ど
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
ま
し
た
。

○
自
治
関
係

吉
川
秀
吉
、
鈴
木
道
雄
、
大
枝

太
郎
石
丑
蔵
、
佐
藤
き
わ
、

佐
藤
渋
雄
、
下
村
欽
一
、
柴
田

知
古
、
川
井
光
、
矢
代
清
次
郎

佐
川
誠
太
郎
、
佐
藤
健
雄

◎
産
業
関
係

沼
田
保
雄
、
艀
川
源
之
助
、
黒

沢
留
五
郎
、
鈴
木
広
次
、
松
本

栄
、
沼
野
義
次
、
石
安
太
郎

◎
消
防
関
係

鳥
居
塚
鉄
治
、
沼
田
吉
人

◎
教
育
関
係

佐
藤
松
雄
、
渡
辺
綱
左
、
大
和

田
菊
、
鈴
木
獣
、
大
部
重
高

◎
社
会
福
祉
関
係

渡
辺
伝
、
遠
藤
光
静

◎
保
護
衛
生
関
係

若
栗
地
区
、
島
名
矛
一
地
区

（
い
づ
れ
咄
衛
生
モ
デ
ル
地
域
）
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れ

を

一

と
し
て
、
本
年
も
ま
た
一
段
と
踏
襲
し
、
多
年
の
懸
案
で
あ
つ

市
民
の
１
へ
な
さ
ん
、
明
け
ま
飛
踞
す
る
年
で
あ
る
事
を
念
ず
た
常
設
州
誕
峰
鉦
》
》
町
出
》
一
坐
“

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

飛
躍
的
な
発
展
を
期
し
て

い
ま
す
ゞ一
斗

こ
坐
に
希
望
の
新
春

市
長
安
村
篤
睡
諦
非
御
地
詮
斗
埜
剛

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
の
ご
清
柵
と
ご
繁
栄
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
計
り
市
政
の
無
限
の
発
展
に
努
一
洲

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
市
民
の
縮
祉
を
増
進
し
、
市
め
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
へ
鋤

市
政
の
仲
腱
と
円
洲
な
る
運
民
柴
活
の
安
定
を
図
る
に
は
今
ま
す
。

営
を
才
一
義
と
し
て
、
誠
心
賊
徒
幾
多
の
亜
要
問
題
が
山
積
し
年
頭
に
あ
た
り
、
い
さ
上
か
一
即

ザ

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
を
図
る
所
感
を
述
べ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
一
ｍ

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
事
は
直
接
市
政
を
担
当
す
る
私
い
た
し
ま
す
。

舜
諦

く
越
年
す
る
事
が
川
来
ま
し
た
共
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り

写
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心

日

中

■
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口

い

む

ｆ

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
専
ら
努
力
を
注
ぎ
、
今
日
ま
で
寺

溌
塗

溌
総

鈴
《
Ⅱ
Ⅱ
鋸
轆
》

》

Ⅱ

Ⅱ

叩

に
オ
ニ
の
ス
タ
ー
ト
を
起
そ
う
大
融
布
紳
海
燕
紗
罫
搾
嬬
蛎
鐸
一

と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

議
会
に
鈴
木
先
生
を
擁
し
、
日
琴

謹
ん
で
昭
和
四
十
年
の
郷
か
昭
和
四
十
年
度
に
お
け
る
主
噸
識
《
や
漏
幅
癖
諦
鑑
零
心
珪
錨
一
Ｌ

し
い
新
春
を
寿
ぎ
申
し
り
ま
寸
が
、
加
え
て
市
一
睡

住
民
の
福
祉
と
繁
栄
の
た
め
に
驍
鱒
遜
読
望
町

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
歴
史
上
に
一

議
長
吉
田
秀
一
一
軒
済
砕
罎
寺
唾
録
托
酔
聿
罹
一
犀

頁
左
飾
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
、
又
、
本
市
要
施
策
は
市
長
が
申
し
の
く
ら

壬
凸
川

甦
証
録
郷
や
蔀
糊
塗
噸
癖
堤
雷
諏
帷
鍔
帽
桂
嘩
郡
涜
磯
轌
癖
稚
抱
謎
窪
恥
嗜
鋤
野
唾
一
孝
騨
小
勢
一
に
一
ユ
露

あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
私
共
市
議
会
議
員
と
い
た
し
ま
協
力
を
お
願
し
、
併
せ
て
三
万

一
嶬

の
絶
大
な
る
ご
協
力
と
深
い
ご
し
て
も
、
更
に
新
し
い
時
局
に
余
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を

理
解
の
も
と
に
事
無
く
過
ご
し
対
す
ゐ
認
識
を
深
め
一
、
国
家
行
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

得
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
敬
政
と
相
俟
っ
て
、
地
方
開
発
に
た
し
ま
す
。

一

?司忌一

《
》

Ｉ

４
緯謬鞭一

１
，
１
１
咽
別

こ
れ
ひ
と
え
に
ゑ
な
さ
ん
を
は

じ
め
市
議
会
議
員
の
絶
大
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

と
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る

次
才
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
市
制
施
打
十

一
時
ぽ
に
曄
恒
砲
伜
畔
恢
へ
一
成
峰
師
畦
溌
詳
睦
訊
詑
趣
感

国
及
ひ
県
の
加
策
と
相
写
っ
て

市
財
政
の
範
囲
内
に
お
い
て
最

一
今
年
の
成
人
式
は
震
黙
蓬
蝿
鮭
縦

大
の
効
果
を
あ
げ
る
様
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

持
需
蕊
崖
灘
諏
竺
市
↓
公
会
堂
で
実
施
蕊
轤
溌
樵
蕊
蟹

全
財
政
は
、
あ
く
ま
で
こ
れ
を

囹
一
月
十
五
日
は
れ
日
立
市
北
茨
城
市
十
王
町
と
弓
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

踏
襲
し
、
多
年
の
懸
案
で
あ
つ

成
人
の
口
歩
調
を
合
叫
『
」
て
年
令
区
分
を
改
発
表
者
を
募
集
い
た
し
て
お
り

一
一
一
一
一
一
一
一
十
一
一
一
四
一
一
一
一
走
者
一
座
一
》
弘
仁
一
一
一
吋

め
》
銅
》
認
鋤
叫
蛙
乢
塗
一
卸
一
醜
鋤
鎌
褐
意
義
深
い
国
民
の
祝
に
届
い
て
い
る
筈
で
あ
り
ま
す
わ
た
し
の
一
訴
え
た
い
こ
と
等
で

非
生
圭
ｑ
ノ
○

が
調
査
も
れ
も
あ
る
と
思
わ
れ
五
分
か
ら
十
分
間
位
に
ま
と
め

評
当
市
に
お
い
て
ば
一
月
十
五
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
へ
照
会
て
下
さ
い
。

所
感
を
述
べ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
一
釦
岬
蛭
率
甦
ゞ
唖
癖
誠
等
鰄
掩
銅
軒
鑑
叫
》
嚥
坤
摘
球
柿
朧
袖
鍛
五
日
の
成
人
の
Ｒ
に
は
各
戸
に

商
萩
而
岻
の
牌
さ
ん
来
る
十

い
た
し
ま
す
。

露
●
匪
無
沁
識
鐸
謹
。
，
崇
郎
誕
容
・
一
三
軒
端
“
鋤
》
諦
岬
詫
卦
唾
蛎
祁
祁
鍾
婿
恥
叩
靹
鍼
岼
域
確
率
判
却
魂
曄
雌
蝿
恥
津
州
玉
姉
碓

叫
蜂
紳
唾
峰
嶬
蛙
州
匠
群
碓
蝉
一
人
式
参
加
者
の
意
見
方
取
り
入
出
席
下
さ
い
。
さ
い
。

■

》

０

１

‐

Ｉ

“

“

“

“

ロ

日

り

り

１

。

“

．

Ｏ

ｆ

ｌ

ｌ

凸

。

．

』

“

７

１

日

Ｉ

マ

ロ

ワ

．

△

‐

１

０

８

．

目

ｐ

ｂ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

合

マ

マ

。

Ｐ

ｌ

‐

ｌ

《

．

ロ

．

０

１

０

１

．

口

目

‐

Ｉ

‐

Ｉ

、

ロ

呂

ｐ

ｌ

Ｄ

ｌ

．

‐

’

１

画

。

Ⅱ

。

・

・

・

・

’

１

０

１

△

・

呂

Ｏ

０

ｒ

ｌ

△

‐

ロ

ロ

・

ｇ

ｌ

‐

Ｉ

、

。

・

Ｆ

１

‐

Ｉ

．
．
０
８
。
’
，
・
目
目
，
４
０
１
．
．
．
．
．
３
１
０
Ⅱ
目
目
‐
ｌ
‐
１
．
．
，
．
．
１
１
０
．
．
目
。
７
１
．
．
．
。
‐
ｌ
ｒ
Ｌ
，
目
今
。
，
Ｉ
ｒ
ｌ
．
・
目
．
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
．
．
．
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｏ
。
．
。
．
‐
ｌ
■
ｌ
マ
マ
マ
．
・
’
６
９
１
．
今
。
・
・
０
１
０
０
．
・
・
・
・
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
・
・
・
・
‐
Ｉ
‐
日
・
・
・
・

氏
の
描
祉
と
繁
栄
の
た
め
そ
の
帝
関
心
を
よ
せ
ら
れ
る
方
々
に
こ

一
公
明
謹
ま
・
友
の
会
を
設
置
灘
吸
灘
烈
測
捌

賞
携
の
完
全
遂
行
に
励
ん
で
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

大
蕊
鮮
騨
鐵
糠
埜
ｌ
入
会
お
待
ち
し
童
す
Ｉ
惑
職
砿
賎
賑
鵠

議
会
に
鈴
木
先
生
を
擁
し
、
日
琴

睡
識
《
や
漏
幅
癖
諦
鑑
零
心
珪
錨
－
し
琴
鋤
躍
一
脾
唖
識
埜
錐
唾
菫
鐸
涯
一
唖
蜘
唖
一
垂
陸
瀞
》
輌
一
窪
率
奉
｜
極
趣
塞
《
↑
極
秘
搾
睦
却
巫
搾
瀝

‐
岬
稚
吋
職
唖
郵
》
晦
碗
一
噸
牽
趨
誰
捷
誹
函
唾
‐
蓬
地
咋
壺
坤
に
誕
嘩
唾
、
つ
痘
哩
註
邦
毎
吋
《
詩
．
浄
市
選
挙
管
即
委
員
会
）

」

圭
一
軒
済
砕
罎
寺
唾
録
托
酔
聿
罹
一
崎
錐
』
咄
畦
》
頓
串
率
咋
》
学
惟
》
蹄
》
咽
一
龍
悔
母
寺
恥
唾
》
た
ば
こ
は

琿
謎
窪
恥
嗜
鋤
野
唾
』
孝
騨
小
勢
一
に
お
い
て
も
公
明
達
巻
一
、
友
の
会
い
関
心
し
判
断
に
韮
づ
い
て
投
恥

協
力
を
お
願
し
、
併
せ
て
三
万
一
を
設
置
し
‐
県
民
全
有
権
者
に
票
す
｝
っ
こ
と
、
圭
潅
者
と
し
て
》
市
内
で

一
峰
訓
睦
鍔
冠
か
け
る
こ
と
に
な
垂
諄
麺
誕
吟
睡
葬
睡
評
恥
該
嘘
一
買
い
ま
し
ょ
う
一

余
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

一
こ
の
公
晩
選
挙
友
の
会
と
は
真
に
公
明
提
一
挙
吟
実
現
に
深
い

’
’
’
０
１
１
１
４

－404－
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市
消
防
署
の
設
置
は
市
民
の
こ
の
工
事
は
日
立
土
木
株
式

み
な
さ
ん
の
多
年
の
念
願
で
も
鐸
糊
嘩
罹
韮
誰
砲
式
稚
恥
壺
卦

あ
り
、
叉
市
民
生
活
の
必
要
に
月
下
旬
ま
で
に
完
成
さ
れ
る
予

し
て
十
分
な
条
件
で
も
あ
り
ま
定
で
す
。

す
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
二
階
煙
で
、
二
○
メ
ｌ

こ
れ
ら
の
重
要
な
機
関
で
あ
ト
ル
の
望
楼
が
設
置
さ
れ
ま
す

り
ま
す
常
設
消
防
署
が
四
十
年
建
築
面
積
聾
一
画
○
平
方
メ
ー

ト
ル
で
一
階
は
、
車
車
、
待
機

四
月
よ
り
発
足
す
る
こ
と
に
な
室
、
通
信
室
な
ど
に
利
川
さ
れ

り
ま
し
た
。
二
階
ほ
仮
眠
室
、
事
務
室
ぽ
ど

今
市
庁
舎
の
敷
地
内
に
建
設
極
釧
鋪
喧
坤
癌
な
鰄
極
醗
恥
罐

音
を
な
ら
し
な
・
か
ら
急
ピ
ッ
チ
ら
消
防
署
員
と
し
て
二
○
名
程

で
工
事
．
か
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
酸
却
櫃
菫
鈍
四
雄
鞘
輌
麺
狩
却

す
。
す
。

寺
も
■
●
■
や
■
◆
ｒ
令
や
輻
〃
唖
君
寺
〃
Ｌ
屯
Ｐ
が
ｑ
刀
■
今
■
ら
ｒ
●
弓
も
Ｂ
寺
〃
宅
も
ヶ
才
毛
も
な
か
町
令
正
今
■
◆
牡
む
け
も
ｆ
守
り
も
も
〃
ト
ー
■
ｊ
ｇ
Ｉ
ｐ
■
４
ｒ
も
屯
ｄ
Ｐ
１
４
Ｉ
９
ｒ
隼
．
１
■
ｆ
ｂ
１
４
Ｄ
団
勺
，
●
■
や
■
ひ
ど
・
刀
々
。
垂
口
ｑ
◆
私
も
進
む
■
甦
占

一

一

一

芽

一

一

一

夕

一

一

一

一

、

》

一

、

弓

一

一

一

尋

一

一

小

言

・

唖

》

一

｛

』

蕊

墓
消
防

皇

〕

一

一

ご

●

）

、

弛

一

華

二

一

一

‘

宮

｛

一

》

一

●

一

壹

一

副

一

ｍ

●

一

●

一

●

》

一

一

一

二

二

二

．

二

、

一

』

塞
一
菫
一
漣

4月1日より発足の消防署に配置される水槽付

肖防自動車、購入価格ば24i)万円です

箔伊…今■ 町① 今凸や■

１
１

か
ら
な
い
こ
と
、
保
護
者

園
児
を
募
集
が
授
業
符
↓
一
」
の
他
の
経

費
を
納
期
計
妻
で
に
完
納

２
月
１
日
よ
り
幼
稚
園
へ
申
込
を

で
き
る
こ
と
等
斎
骨
子
と

市
立
才
一
幼
稚
園
で
は
、
園
一
、
許
可
の
条
件
幼
児
心
身
す
る
，

児
募
渠
を
、
次
の
要
領
で
行
な
体
が
強
健
で
あ
る
》
‐
一
と
、
垳
望
肴
は
二
月
一
目
以
鐙
募

い
ま
す
。
伝
染
性
灰
患
を
何
し
・
な
い
集
期
叫
中
本
国
へ
申
し
出
》
く

一
、
募
集
人
員
百
二
十
名
こ
と
、
通
固
霧
に
無
理
か
か
だ
さ
い
・

一
、
応
募
資
格
当
市
内
に
居
嬉
：
言
・
・
｜
｜
・
、
・
二
・
‐
；
・
言
・
・
・
↑
毒
…
二
ｉ
二
・
：
・
言
、
。
；
｜
｜
・
；
二
・
贈
・
・
暑
‐
・
”
、
》
》
ｉ
皇
軍
．
．
‐
二
…
．
こ
…
↑
昌
一
一
二
．
・
ゞ
・
二
、
二
・
・
・
｜
｜
・
・
↓
｜

住し、昭和四十年四月岬ご協力ありがとうｉ共同募金！一日までに満五才となザ二・‐．‐・｝三‐“．二一‐．宴．言．．．．こ］・・・二・．．．二；・二・．．．。《三・．．”“言‐◇・言：：二．．・こゞ．．．↑一》‐・・ゞ二・‐・・こゞ．．：二：．‐・二．．．・二』，二・““・言：

る
者
共
同
募
衾
連
動
に
つ
き
ま
し
て
目
隈
調
七
十
一
万
門

一
、
募
渠
期
間
昭
和
四
十
年
は
ご
群
附
を
下
さ
っ
た
万
々
を
碓
成
損
七
玉
ｈ
一
千
垂
白
票
国
岬

二
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
は
じ
め
奉
仕
者
の
方
々
に
岐
僑
達
成
率
一
○
五
、
八
影

内
訳

ま
で
の
七
日
間
段
な
る
ご
協
刀
を
い
た
だ
き
左

戸
別
弊
金

一
、
応
募
手
続
保
護
者
は
所
一
記
の
と
お
り
優
秀
な
る
成
績
を
三
八
五
、
三
二
○
円

定
の
入
園
噸
に
、
幼
児
両
も
っ
て
目
標
細
の
達
成
が
出
来

大
口
泌
金
二
八
一
、
一
○
○
円

親
の
住
民
票
抄
本
（
一
通
）
、
ま
し
た
事
に
対
し
心
か
ら
放
意
街
頭
募
金二
九
、
一
一
四
門

を
添
え
、
本
園
へ
提
出
す
を
さ
さ
げ
る
と
共
に
厚
／
、
御
礼

学
械
募
金

る
申
し
上
げ
ず
す
。
五
六
、
○
○
七
門

ク
ー
、
Ｕ
７
Ｌ
刊
〃
！
、
〃
ア
ｋ
２
″
Ｌ
Ｂ
〃
ｆ
、
グ
ｆ
、
″
グ
ー
、
〃
ｒ
も
Ｉ
Ｆ
魁
〃
ｒ
Ｌ
８
ダ
ｋ
ｙ
７
ｔ
ｊ
ｒ
、
〃

ｆ
‐
Ｌ
、
‐
Ｊ
１
寸
ｄ
ｆ
ｆ
ｊ
ｆ
ｌ
Ｊ
γ
も
ｊ
ｒ
、
ｌ
ｊ
ｉ
、
ｊ
ｒ
、
１
Ｊ
’
ｈ
１
Ｊ
ｒ
Ｌ
２
ダ
上
＃
く
む
ｊ
γ
ｌ
、
〃
ｒ
ｋ
Ｉ
７
●
、
が
ｆ
、
〃
ゾ
ー
も
ｆ
ｋ
ｌ
ク
ｉ
ｌ
ｆ
黄
＃
γ
ｉ
、
』
！
＄
ｈ
け
ｋ
ザ
グ
４
い
き
ｔ
、
ｊ
ｌ
ｔ
ｊ
４
§
、
７
頓
ｊ
仏
‐
◆
Ｐ
ｈ
◆
１
ウ
ｋ
１
ｊ
ｆ
１
Ｊ
４
丸
１
ｆ
４
１
ト
ダ
Ｉ
巳
ｑ
１
７
３
ｊ
ｋ
Ｌ

わ
た
く
し
た
カ
ゼ
を
ひ
く
の
て
し
よ
う
○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
む
ぐ
、

ち
か
一
番
か
か
大
祁
分
の
カ
ゼ
は
イ
ギ
フ
ル
ば
、
予
的
接
種
が
一
番
大
切
で

一
Ｕ
三
零
郭
ゞ
夛
帳
；
↓
《
に
よ
書
雫
感
河
。

染
し
ま
す
、
細
菌
に
よ
る
カ
ゼ
○
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と

／
Ｉ
、
病
気
に
つ
い
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
に
よ
り
、
ヵ
・
セ
は
防
げ
空
す
、

、
－
ノ
て
調
査
し
た
国
ギ
ー
性
鼻
炎
と
い
っ
て
、
冷
た
不
節
制
を
さ
け
、
休
息
と
姫
養

（
話
）
鶴
健
康
調
簿
に
“
空
気
や
ほ
こ
り
膝
ど
塗
吸
“
羊
分
と
訓
喪
し
ょ
，

／
Ｉ
、
よ
り
ま
す
と
、
た
り
す
る
と
、
体
が
は
げ
し
く
今
胤
度
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま

、
－
ノ
一
人
が
一
年
間

か
ぜ
は
万
病
の
も
と

（
の
）
蕉
韓
ｌ
予
防
撰
霞
を
受
け
幸
》
し
よ
，
！

、
１
ノ
均
五
、
二
日
仕
抵
抗
し
鼻
や
の
ど
に
炎
症
を
猫
し
よ
う

（
瞳
窯
馨
α
舞
亨
い
た
ｂ
震
ず
要
が
う
ば
膨
れ
毒
》
す
汗
を
畔
”

や
汗
を
か
く
と
、
か
ら
ど
の
熱

、
１
ノ
一
年
間
に
約
二
静
が
大
切
で
す
た
ら
、
体
を
ふ
く
か
、
肌
着
を

豚
）
蕊
轤
睡
謙
議
謬
堂
簾
賦
祷
聴
”

が
多
く
お
り
ま
す
か
ら
イ
ン
う

す
。
ベ
、
ね
て
い
る
こ
と
で
す
。

ル
ー
一
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
子
供

＠
ど
う
し
で
、
か
ぜ
を
防
ご
う
老
人
の
外
出
ば
さ
十
ま
し
よ
う

I
せ
を
防
ご
う
老
人
の
外
山
岸
瞥
」
け
ま
し
よ
う
〉

Ｉ
ｊ
ｒ
ｔ
Ｐ
供
Ｉ
、
Ⅱ
Ｊ
ｆ
Ｌ
１
ｆ
ｖ
ｌ
Ｊ
ｆ
叩
Ｉ
り
１
１
４
』
４
ｋ
、
Ｌ
Ⅳ
１
口
〃
Ｊ
１
、
Ｊ
９
Ｊ
ｒ
４
、
Ｊ
Ｆ
ｌ
１
Ｊ
Ｆ
１
１
Ａ
″
、
１
″
’
も
ｌ
ク
Ｕ
ｂ
Ｊ
ｆ
、
ｒ
ノ
く
、
Ｊ
〃
ｔ
ｊ
Ｊ
Ｋ
、
，
●
〃
Ｊ
４
１
ｊ
ｆ
、
β
〃
●
１
ワ
ゴ
Ｆ
１

－〆～ーー

黄
」
州
よ
り
知
調
箇
お
く
れ
た

下
呼
十
．
学
校
に
行
き
た
が

談
平
っ
な
い
一
丁
。
親
の
言
，

相
噌
」
と
を
聞
か
な
い
子
。

Ⅲ
こ
の
よ
う
な
問
題
の
あ

｝
）
』
る
お
子
様
に
つ
い
て
、

も
州
で
局
雲
箙
麺
犀
帳
認
蝿
湖
匪

ん
Ｍ
Ｅ
ろ
て
い
ま
す
。
ど

碑

か
佳
心
う
ぞ
・
菖
副
柱
に
ご
相
談

輿
つ
Ⅲ
に
お
い
で
下
さ
い
。
叉

’
１
凸
■

だ
牲
帖
、
《
に
ご
》
《
桐
望
、
が
あ
、
礼
。
は
こ

‐
こ
馴
華
率
い
垂
叫
訶
準
一
唾
叩

唾
癌
一
霊
；
、
》
鋤
婚
纒
阿
諦

様
寸
．
な
お
州
談
は
次
の

子
世
お
り
で
す
．

お
馴
週
也
唾
酬
柑
糯
犀
一
燐

よ
り
三
時
三
十
分
王
で
、
場
所

高
祇
巾
研
修
会
館

、
随
時
相
談
。
徳
週
月
雌

日
よ
り
士
臘
日
ま
で
、
午
前
凡

時
よ
り
午
后
江
時
》
ょ
で
、
場
所

高
欺
市
冊
祉
泰
然
所

、
険
・
涯
知
能
検
耗
、
脳
波
柚

査
、
心
理
検
査
‐
性
格
検
査
〕

相
談
に
一
切
無
淵
で
秘
禰
厳

守
い
・
た
し
ま
す
。

昭
祁
三
十
九
年
七
月
一
日
よ

り
高
萩
灯
福
祉
躯
碑
所
に
家
「

庭
児
裁
梱
談
室
↑
か
開
設
さ
れ
て

か
ら
今
祠
ま
で
沢
山
の
柵
談
に

略
じ
て
来
ま
し
た
。
今
後
も

「
家
庭
児
黄
相
談
室
」
は
、
皆

様
の
ご
家
庭
で
お
子
様
か
内
気

で
こ
ま
る
。
ひ
ど
く
む
だ
づ
か

い
を
す
る
。
体
の
不
自
由
な
子

、
Ⅲ
こ
と
ば
の
は
っ
き
り
し

』

も
ｒ
な
い
子
。
よ
そ
の
子
供

405－
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沁

〉

》

‐

唖

《

“

一

》

知

．

．

咄

．

．

》

．

‐

川

岻

鮴
・
詳
爾
、
埋
・
●
一

涯
劉

制
十
必
ハ
榊
峠
岬
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